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I.は じめに

　精神科デイ ・ケアの治療的意義は、通所者が地域生活

を送 りなが ら再発予防を図 り、社会参加 を支援 し、生活

全般の質をより高めてい くことにある。 しか しなが ら、

デイ ・ケアの実践において、再燃 ・再発の防止 という基

本的な目標 は実現されているにもかかわらず、就労等の

現実的な自立に容易 に繋が らない通所者が増えてきた。

このような局面を鑑みて、今年度、地域社会に参加する

ために必要な、より現実的な能力や技能の獲得 を目指す

ことを目的として、通所者自身がデイ ・ケアの活動内容

を自主的に計画、運営 ・実行するプログラムの展開を試

みた。今回の発表では、その経過 を紹介 し通所者の動機

付けや自己効力感にもたらした影響等について若干の考

察を加え報告する。

Ⅱ.デ イ ・ケアの現況

デイ ・ケアの概要は表1に 示 したとお りである。

表1　 デイ ・ケアの概要

総数 男性 女性

人 数(名)

平 均 年齢(歳)

平 均 在籍 期 間(年)

104

35.　 4

3.　 8

67

36.　 3

4.　 2

37

32.　 9

3.　 2

診　断　名

人 数(名)

統 合 失 調 症 　 気 分 障 害 　 発 達 障 害 　 人 格 障 害

91 7 2 1

そ の 他

3

　当セ ンターのデイ ・ケアは、開設当初は居場所の提供

や安心 して活動で きる場を保障する意味合いが強かっ

た。その後心理教育プログラムの実施によ り病気 ・障害

の理解 と受容 を促 し、通所者が主体的に考え活動で きる

ようなデイ ・ケアを目指 して きた。その結果、積極的に

個人が社会参加 を考えるようになり、ボランティア活動、

当事者活動、アルバイ トをしなが らデイ ・ケアに参加す

る通所者が増えてきた。いわば保護環境下 ともいえるデ

イ ・ケアにおいて良好な適応状態が維持される通所者が

増えてきた。その一方で、通所者が 自分の適応能力を充

分生かせず、就労等、 より実際的な社会参加に踏み出せ

ない通所者が 目立ってきた。この問題への対処は、精神

障害者が社会参加 を実現する上で きわめて重要な課題で

あると考え、 より現実的な活動として、ボランティアの

提供及び受領のプログラムを積極的に導入展開するとと

もに、自分 自身と向 き合 う場 として、集団精神療法的な

技法を活用 したグループミーティングを実施 し、自尊感

情の喚起や内省 を促す機会 を増や してきた。さらに病気

障害の部分だけではなく、社会人としての自覚 ・責任 を

持ち、具体的に行動、活動 していけることを体験できる

プログラムを模索 した結果、以下に示 したプログラムを

立ち上げるに至った。

Ⅲ.今 回実施したプログラムの概要について

　今回実施 した2つ のプログラムのうち、プログラムA

は、病状が比較的安定 してお り、良好な適応状態である

通所期間が長い通所者 を中心 としたクローズ ドグループ

であ り、提示された活動内容 を企画提案 し、実際の運営

まで行 うものである。プログラムBは 活動を希望 した通

所者同士で立ち上げるセミクローズ ドグループであり、

自分達の考えた活動内容を行い、6ヵ 月後に自分達で評

価 し、全体 に報告するものである。

　今回実施 したプログラムの概要は表2に 示 した とお り

である。

表2　 プログラムの概要

1.プ ロ グ ラ ムA:セ ル フ エ ン パ ワ メ ン トク ラ ブ(ク ロ ー ズ ド:9名 　 週2回 　 時 間:2時 間)

通 所 者 が 心理 教 育 ・行 事 プ ログ ラム の 提 案 ・企画 運 営 を行 う。 ミー テ ィ ング 、ふ り返 りを中心 に活 動

す る もの で あ る。

2.プ ログ ラ ムB:自 主運 営活 動 グ ルー プ(セ ミク ロー ズ ド:3～20名 　 週1回 　 時 間:2時 間)

通 所 者 が 目標 ・目的 ・活 動 内 容 を計 画 実 施 し、6ヶ 月 間継 続 して 活 動 す る もの で あ る 。
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Ⅳ.経 過及び結果

　今回、各プログラムを実施 してきた結果、プログラム

Aで は、初めのうち、自分達の提案に対する他通所者の

反応への不満や、グループの位置付 けに対する疑問をぶ

つけていた。話 し合いを重ね、自分達の与えられた役割

とそれ以外の通所者 との関係 に挟 まれ、考え悩んでいた

が 「リーダーシ ップをとることは自分のためになる」

「やってみた結果、周囲からの評価を受け入れていくこと

も大切なのでは」等、徐々に自分達の問題や課題 として

捉 え、自発的に活動に取 り組 むことがみ られた。同時に

自分の言動や表現の仕方 を工夫 してみる等の対処や他者

への配慮がみられた。実際の運営場面では、状況 を判断

し、通所者同士がサポー トし合うことがみ られた。通所

者からは 「考えるのは大変だけど、このプログラムは自

分の役にたっている」等の感想が聞かれた。

　 プログラムBで は、どのグループにもリーダーに負担

が集中する傾向がみられたが、困った場面では、通所者

同士でサポー トすることや、状況判断をし職員 に相談す

ることがみられた。 自らで きることをみつけ、真摯に役

割を果たす通所者 もみられていた。通所者からは 「結果

には満足 しているが、今後はもっと自主的に活動 してい

きたい」等の感想が聞かれた。一方では 「難しい感 じが

した」 との感想 もあった。

Ⅴ.考 察

　今回2つ のプログラムを導入し展開したところ、両 プ

ログラムにおいて、通所者の動機付 けを強 く刺激すると

ともに、自律性や責任感が喚起 された者が多 く、他者 を

通 じて自尊感情や自己効力感が強化 され、実際の就労等

の社会参加に向きあうためのステ ップとなる可能性が推

察 された。また、他者の状況や全体の状況を判断し、何

かを作 り上げてい く過程に、社会人としての自覚を促 し、

人としての成長 を育まれることが期待 された。

　今回の取 り組みは通所者の安定 ・適応のみでな く、意

図的に心理面でもス トレス負荷をかけ、通所者が様 々な

問題に対 して取 り組む気持ちを強化 し、デイ ・ケアの活

動の中で明確な目的意識 を認識 し、就労等の現実的な次

のステ ップへの足がか りとなることを目指 している。反

面この取 り組みは、関わ り方によっては、デイ ・ケア全

体のムー ドや不安定感にも結びつ き、通所者の病状悪化、

再発に繋がる恐れ も高いため、個々の病態水準 を充分に

把握 し、サポー ト体制 を具体的に念頭 においた上で行 う

ことが大前提 となると思われた。
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